
「事業性評価」のお手伝い
ひょうご産業活性化センター「技術・経営力評価制度」のご案内

兵庫県中小企業診断士協会が担当した場合



事業性評価の推進

金融検査マニュ
アルの変更2013年

•リレーションバンキ
ング
•目利き力
•ローカルベンチマー
ク
•知的資産経営
•経営デザインシート

事業性評
価の推進

金融検査マニュ
アル廃止2019年

自己査定は各金
融機関の債務者
区分を尊重

財務データ以外の情報把握
担保・保証人からの脱却
地域密着金融の推進

？



事業性評価とは

財務データ以外の情報把握

担保・保証依存からの脱却

地域密着型金融の推進

これがスタート



中小企業診断士が多くの時間をかけて作成にあたります

プロセス 事前調査 面談 報告書作成 事前打合せ 報告書の修正 評価委員会

所要時間 10時間 3時間 ５0時間 ２時間 10時間 計７５時間

作業内容
業種別審査事典

財務分析

ヒアリング事項

ヒアリング

現地調査

ヒアリング内容整理

裏付調査

資料検索

（金融機関出向者＋
中小企業診断士）

報告書内容について
精査⇒修正依頼

追加ヒアリング

追加調査

( 活性化センター＋
中小企業診断士３名

評価決定

他に４名の中小企業診断士が関与

（ある報告書の作成例）

兵庫県中小企業診断士協会が担当した場合



Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係

技術力、ノウハウ、製品・サービスの優位性や競争力をアピール
金融機関

債務者区分
アップ

中小企業

自社の「強み」
「弱み」がわか
る⇒事業改善

技術・経営力評価報告書

信用コスト
ダウン


